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（左上：バードカービング、右上：ビーチコーミング、左下：ミニミニ自然観察会、右下：藍染体験）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「第 19 回夏休み自然教室」を 7 月 22

日（金）～24 日（日）の 3 日間、文化資

料館で開催しました。今年で 19 回目を迎

える本教室は、体験学習を通じて身近な自

然 に 対 す る 興 味 を も っ て も ら い 知 識 を 深

めてもらうことを目的として、毎年行って

います。今年は 3 日間で、803 名の方々

にご来館いただきました。ありがとうござ

いました。大変多くの方にご来場いただき

うれしい反面、予想を超える来場者数のた

め、十分な対応ができなかったり、希望の 
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コ ー ナ ー に 参 加 で き な か っ た り し た こ と

を、お詫びいたします。 

また、ご協力いただいた市民ボランティ

アのみなさまには、心からお礼申し上げま

す。ずいぶん前から様々な準備をしていた

だきました。おかげで、よい教室が開催で

き ま し た 。本 当 に あ りが と う ご ざい ま す 。 

 来年も、より楽しく学べる夏休み自然教

室が行えるよう、知恵を絞っていきたいと

思います。 

（文化資料館 須藤 格） 
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夏休み自然教室を開催しました！ 
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 森の宝もの（工作） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
竹で水鉄砲作り 

 
↑巣箱作り、植物の拓本作り↓ 

 

 
昆虫コーナー 

 
ビーチコーミング 

 
↑野鳥コーナー、顕微鏡コーナー↓ 
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ここ数年、夏休み自然教室のために文化

資 料 館 へ 足 を 運 ぶ 市 民 の 数 が か な り 増 加

し、特に家族で楽しんでくれている雰囲気

を心強く感じる。自然教室の 催
もよお

し そのも

のに、期待をされているのだろう。 

そ の 原動力は 、資 料館職 員の 積極的 PR

活動の結果でもあり、事業を催す側も、過

去の 陳列的
ち ん れ つ て き

デモ ンストレー ションから 物

に触れる、体験的実習に努力目標を向けて

きたからであるだと思う。各コーナーをみ

てみると、木材をカットして巣箱作りをす

る。自宅でバードウオッチングの楽しみが

増える。 

竹で水鉄砲を作り楽しむ。今日の住宅環

境の変化で、忘れ去られている自然の遊び

である。 

バードカービングは、鳥の形を 削
け ず

り上

げる彫刻であるが、経験者の指導のもとに

成 型 し 自 分 の 好 み の 色 に 塗 り 分 け る 創 意

が楽しめる。 

海 水 魚 の 水 槽 の 中 も ヘ ッ ド ラ ン ド 周 辺

ですくい上げた稚魚が加わった。後から貝

類やそのホ ーズキ（巻 貝の卵）が 加わり、

魚 達 が ど の よ う に し て ホ ー ズ キ を 食 べ よ

うとしているかが観察できた。ウミシダと

いうヒトデのような 海藻
か い そ う

のような、動 物

も 口 に 入 る も の を 求 め て ク モ の 巣 の よ う

に翼を広げていた。 

昆虫コーナーでは、イトトンボの羽化が

偶然観察できた。カブトムシが今年も展示

され、最終日に恒例の子供たちのお土産と

なった。また植物、昆虫のミニ観察会も資

料館内で行われた。植物の葉を集めた、拓

本つくりも 葉脈
よ う み ゃ く

の美しさ に皆さん感激 し

ていた。 

シ ダ 植 物 や 苔
こ け

の 顕微鏡
け ん び き ょ う

観 察 も レ ベ ル

の高い観察会だ。さらには池の中の微生物

の顕微鏡観察も色々と発見が楽しめた。 

今年もタデ科の 藍
あ い

とい う植物で行った、

藍
あ い

染
ぞ め

が中々の人気を 博
は く

した。子どもた

ちが色々な 面白いデザ インを生み 出した。

Tシャツにデザインを創作した人もいた。 

2005 年度の自然教室 

 

海岸の観察会は、幸
さいわ

い 曇
く も

り空で日射病

を 免
まぬが

れた。漁港の船置き場は、漁船の底

に 付 い て く る 海 の 動 物 に お 目 に か か れ る

場所だ。 

 

今年は、中海岸にアカウミガメの胸板の

一部分が打ち上げられていた。20 年も前

は、この辺はカメの産卵場でもあった。漂

着物の研究者にとっては、自然が提供して

くれる偶然に夢を感じるものだ。 

 

（菱沼海岸 井川洋介） 
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 7 月 12 日（火）は、蒸し暑い日でした。

いつものように、柳島記念館横から海に向

かう道を入りました。キャンプ場への道沿

いには、木にからまるアオツヅラフジ、へ

ク ソ カ ズ ラ 、 エ ビ ズ ル な ど の ツ ル 植 物 が

繁茂
は ん も

し 、 中 で も ア レ チ ウ リ が 以 前 に 比 べ

て急に増えたように思いました。クズの葉 

がどれもレース状になっているので、3 人

（斉藤、河野、石井）でよく見ると、コフ

キゾウムシの 仕業
し わ ざ

でした。 

 キャンプ場入口に着くと、残念なことに

休業で門が閉まっていました。仕方なく周

囲のフェンスをぐるりと回って、何とか切

れ目を探し、キャンプ場南側の林に入るこ

とができました。しばらく行くと、たまた

ま 今 ま で の 調 査 で 見 落 と し て い た 所 に 出

た の か 、 ハ マ カ キ ラ ン が 数 え た だ け で も

28 株見つかりました。よく調べればおそ

らくもっと見つかると思われます。 

 先月の『自然の新聞』に 載
の

った 、管理

事務所近くのハマボウフウは、小さな手ま

り が ひ と か た ま り に な っ た よ う な 実 を つ

けていました。ルーペで見ると、小さな実

の表面に、放射状の赤紫色の模様のある突

起があって不思議な形をしていました。 

 管理事務所北側の林には季節がら、キャ

ン プ 用 テ ン ト が い く つ も 張 っ て あ り ま し

た。先月ハマカキランを確認した辺りを歩

いて、20 株近くのハマカキランを再確認

しました。 

 渚
なぎさ

の散歩道周辺も含めると、海岸には

ま だ か な り の 数 の ハ マ カ キ ラ ン が 残 っ て

いることが分かり、安心しました。今回の

花ごよみでは、株数
か ぶ す う

ばかりにとらわれて、

つ い そ の 花 の 状 態 を き ち ん と 観 察 す る の

を忘れてしまいましたのが反省点です。 

（東海岸南 石井準子） 

 

 

 

 

 
柳島の花ごよみ 茅ヶ崎のコバンソウ 

『茅ヶ崎自然の新聞』の２６６号（5 月号）

に、井上千代子さんが「黄金色のコバンソ

ウ」という題で、茅ヶ崎市文化資料館の庭

に コ バ ン ソ ウ が 帰 化 し て い る こ と を 書 い

ておられた。 

 筆者が、茅ヶ崎の海岸近くで最も早くコ

バ ン ソ ウ を 見 か け た の は 、 昭 和 40 年

（1965 年）ごろである。当時、平和学

園 幼 稚 園 に 勤 務 さ れ て い た 大 橋 マ ン 先 生

が、幼稚園の園長会議で種を頂いてこられ、

平 和 学 園 幼 稚 園 の 庭 に ま か れ た こ と を 覚

えている。その後、道路を越して学園の中

学・高校側の校庭に、ものすごく 沢山
た く さ ん

繁殖
は ん し ょ く

して広がっていったのを見た覚えがある。

他の幼稚園でも、まかれた先生がおられた

かもしれない。 

 この植物は、そののち茅ヶ崎の海岸近く

の あ ち こ ち に 生 え て い る の を 見 か け る よ

うになった。 

 また、ちょうど日本経済がバブルの頃の

平成１～2 年の頃、東京の新宿でこのコバ

ンソウを 束
た ば

にして「この植物を持ってい

ると金持ちになる」と言って、相当高い値

段で売っているのを、知人（竹内氏）が見

かけられたそうである。 

井上さんの記事を読んで、以上のような

事を思い出したので、お知らせします。  

 

（藤沢市藤が岡 小原 敬） 

 



平成１７年（２００５年）８月１５日 茅ヶ崎自然の新聞 １７年７・８月合併号（第２６８号） 

 5

  

 

 

 

 はじめに日記に訂正があります。 

17 年 6 月号（第 267 号）の１頁の 5

月 8 日の欄は、削除します。 

 5 月 25 日以降、度々 巣材
す ざ い

を運んでい

ましたが、5 日ほど過ぎると、シジュウカ

ラの声も姿も見ることもなく、巣箱は放棄

されたようです。 

7 月に入り、金属に近い声の幼鳥 3 羽と、

オス・メスが、朝 9 時から 10 分ほど、

家 か ら 巣 立 っ た ヒ ナ か ど う か 分 か り ま せ

んが、3 日間ほど毎日同じ時間にやってき

て、庭に降 りたり、梅 の枝に止ま ったり、

にぎやかに遊んでいきました。 

 来年も巣箱を利用してくれる事を楽しみ

にしています。 

       （東海岸南 河村まき子） 

 

 

 

 6 月 23 日、芹沢で「ギイ、ツキ、ホン、

ホイホイホイ」と 囀
さえず

る サンコウチョウの

声を聞いた。 

高い木々の間から囀る声が、休みなく聞

こえてくる わりには、 姿は全然見 えない。

鳴き声をたどって、追いかけていると、反

対の山の中でも囀っている。向こう側に飛

んで移動しているのか。それなら飛んでい

る姿を見られるはずと思って、山の 頂
いただき

を

見ていたが、その姿は、一向に見られなか

った。 

 もしかして、雄 2 羽がいるのかもしれな

い。帰りがけに上面が茶色の 2 羽の見慣れ

ない鳥が、高い木の枝にいつまでも止まっ

ていた。 

 6 月 27 日、「ギイ、ツキ、ホン、ホイ

ホイホイ」と確実に２ヶ所から聞こえてく

る、しばらく立ち止まって囀る方向を見て

いたら、目の前の小枝に尾の短い茶色の鳥

が止まった。双眼鏡で見ると、下面が白く、

上面が茶色、頭が黒い、雄のサンコウチョ

ウだ。 

 サンコウチョウは、5 月頃、スギやヒノ

キ の 沢 沿 い の 暗 い 林 と 渓 流 の あ る 場 所 に

住 み 、 雄 雌つ が い に なり 、 幼 鳥 を育 て る 。 

 そのような場所が少なくなっているのだ

ろうか、あのつがいのサンコウチョウはど

こにいったのだろうか。 

（香川 目黒啓子） 

 

 

 

台風 7 号は、本州に平行して北上し、房

総半島をかすめ去った。雨量はかなりあっ

たが、風があまり感じられない珍しい台風

だった。 

7 月 27 日、浜に出るとゴミはほとんど

なかった。コケムシの漂着が、海岸一面に

あった。新聞報道だと、鎌倉や平塚はゴミ

の山で、市民がゴミを取り除く風景があち

こちと見受けられた。なぜ茅ケ崎の浜はゴ

ミ が な い の か ？ こ れ が 海 流 や 湾 岸 流 の な

せる不思議だ。 

シジュウカラ日記のその後 

サンコウチョウ 

台風の置き土産～アカウミガメ

菱 沼海 岸から 白浜 町方面 へ散 歩する と、

放 水 路 手 前 に ア カ ウ ミ ガ メ の 首 無 し 死 体

が一つ、東海岸に向うとヘッドランド手前

にまた首無し死体があった。 

7 月 30 日、東海岸のカメの死体は夜の

うちに波に引き取られたのか、なくなって

いた。白浜町のアカウミガメは、においが

鼻を突いた。８月１日には、白浜町のカメ

さんも、波が持ち去った。今度は、どこへ

漂着するのだろう。 

 

（菱沼海岸 井川洋介） 
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 本年は早くから台風が発生している。台

風 5 号（７月１２日発生）は、日本の南を

西に向かい、沖縄の西を西北に進み、台湾、

中国大陸に向かった。 

 その後、日本の東に 6 号が現れ、その後

7 号が 7 月 24 日夕方に発生した。小笠

原 の 父 島 の 南 に 起 こ り 、 26 日 に は ９

80ha になり、暴風圏内は風速 25ｍ/秒、

時速 25km であった。 

 

この台風はその後、潮岬の南方から北上

し、東海から関東南部に上陸し、北海道に

達 す る と 見 ら れ た 。 そ の 関 東 南 部 上 陸 は

26 日夕刻から深夜にかけてと予報された。 

 仙台行き、広島行きの空の便が運休にな

った。船は 八丈島行き 、東京湾フ ェリー、

久里浜～金谷間が運休となった。 

 小田急線 は、ロマン スカーが箱 根行き、

江の島行きが運休になった。ところが新幹

線 や 東 海 道 線 は 交 通 止 め に は な ら な か っ

た。 

 大雨洪水警報は、埼玉、東京、群馬、千

葉に早くから出された。石廊崎で 27.7m

の強風があり、天城山は 453mm の雨が

降った。 

 夕方 4 時頃から、風は東寄りになり、静

岡は上陸を免れ、相模湾の南を北東に向か

った。 

 踊り子号やあずさ、かいじも運行止めと

なった。デ ィズニーラ ンドは強風 に備え、

人気のある遊具も空中には置かず、ロープ

で地上に降ろし、浅草の山門の大提灯も畳

ま れ 風 に 備 え た 。 神 奈 川 の 雨 量 も

300mm を超え、箱根は 400mm を優に

超えた。 

１７時頃、神奈川中央・箱根・津久井に

大雨洪水警報が出され、西湘バイパス 

は通行止めになった。 

夕方 7 時頃、一時風速は 30m/秒にな

った。天城山では、雨量は 300mm を越

した。200mm を超えると土砂災害が起

こるという。 

本県の雨量は、300mm になった。 

 夜 8 時には、時速 35km と速くなって

行き、9 時には勝浦付近と言われたのが西

に少し片寄り鴨川に上陸、房総半島を北上

し、銚子市の南から太平洋に抜け、27 日

早朝には東北沖を北海道に向かった。 

（7 月 27 日 朝 8 時記録）     

（若松町 樋田豊宏） 

 

 

 

  7  月 1 7 日  中 島 の あ ち こ ち で 、 ニ イ

ニイゼミの鳴き声が聞けました。 

 7 月 20 日 柳島の藤間邸の中から、ミ

ンミンゼミの声を聞きました。 

 7 月 20 日 中島の小出川沿いの草むら

から、キリギリスの声が聞こえます。数も

多いです。 

 7 月 15 日 我家の北側に、たくさんの

トウキョウヒメハンミョウがいました。こ

んなに見るのは初めてです。先をあらそう

ように飛んでいきました。 

（中島 平石 宏） 

 

 

 

ミニニュース 

台風７号 

希少水生生物発見 

 今年の夏、寒川町の目久尻川近くの用水

路にて、黒 メダカを発 見しました 。ただ、

群れの中には緋メダカも含まれており、完

全 な 野 生 メ ダ カ か ど う か 微 妙 な と こ ろ で

す。 

 次は、希少水生植物の発見情報です。い

ず れ も ７ 月 下 旬 ～ ８ 月 上 旬 に か け て 発 見

しました。 

● イチョウウキゴケ 

採取地：寒川町宮山の田んぼで１株 

採取地：芹沢の休耕田で多数 

● ミズワラビ 

採取地：堤の休耕田で５株以上 
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● ミズオオバコ 

採取地：寒川町の休耕田＝多数 

● シャジクモ 

採取地：寒川町宮山と田端の田 

 

 これらの水生植物は、絶滅の恐れが高ま

りつつある、希少な植物です。近年の宅地

開発や、埋め立てで消滅する地域が後を立

ちません。何か良い方法は無いものでしょ

うか。 

 また希少生物を見つけたら、報告致しま

す。 

 茅ヶ崎市内で、野生メダカが泳いでいる

場所はあるのでしょうか。どこかに居ると

信じて、今回の報告を終わりたいと思いま

す。 

  
イチョウゴケ  ミズワラビ 

（白浜町 神田理雄） 

  

 

 

 

３ 月１ ８日（ 金 ）、 燃え ない ゴミを 捨 て

に 行 こ う と 歩 い て い る と 、 道端
み ち ば た

に 黒 い

雑巾
ぞ う き ん

の よ う な も の が 落 ち て い る の が 見 え

た。「まっ たく、誰が ゴミをこん なとこに

捨てたのよ！」と近づいてみると、なんと

体長１５ｃｍくらいのガマガエル（アズマ

ヒキガエル）でした。カエルが大好きな私

は、とても嬉しくなったものの、捨てよう

と持っていた 傘
か さ

で道の 端
は し

に寄せ、「車に

轢
ひ

か れ る な よ ！ 」 と 言 い 残 し て 仕 事 に 出

かけた。 

 その日帰ってから、ガマガエルを置いた

場所に行っ てみたが、 姿は見えず 、「どこ

かへ隠れたか？」と振り返るとなんと家の

前の道路の真ん中に居るではないか。 「お

前さん、絶対轢かれるって！」と、家の中

から使い捨ての手袋を持ってきて、家の植

え込みにポイッと置いておいた。 

 ３月１９ 日（土）、 朝起きて家 の周りを

見回したが、ガマガエルの姿は見当たらず

「今度こそ隠れたか？」と家の入ろうとす

ると、玄関脇のゴールドクレストのそばに

穴を掘り、近くにあった空の植木鉢をかぶ

って、目だけを出しているガマガエルを発

見。即「ガマ君」と命名し、「可愛いなぁ 、

大きくなれよー」と冗談で水をかけておい

た。 

 ３月２０日（日）、「はて、ガマ君は元気

かなー？」と玄関を開けるとゴールドクレ

スト及び、ガマ君の隠れ家一帯に黒い帯が。

「 ど こ か か ら ビ ニ ー ル テ ー プ が 飛 ん で き

たのか？」と片付けようとしたが、よく見

る と あ ろ う こ と か カ エ ル の 卵 で し た 。

「エ？」と 驚きながら も、「ガマ 君」はメ

スだったことがわかり、ガマちゃんに愛称

を変更。 

一瞬、家の前に洗面器で池を作り、ガマ

ちゃんを卵 ごと保護し ようかと思 ったが、

家族（特に娘）の反対にあい断念。 

再び使い捨て手袋を手にし、ガマちゃん

＆卵をビニ ール袋に入 れ、近くの 水路へ。

何と、そこはカエルの卵の巣でした。ガマ

ちゃんは水に入れるとすいすい泳ぎ、あっ

という間に隠れてしまった。 

ガマガエル騒動記 

何でも、去年の台風で冠水した際に水路

に住んでいたカエル達も流され、家の近く

で冬眠したのだろうということでした。 

 その後、卵たちは順調に孵化し、膨大な

量のオタマジャクシとなって泳ぎ回り（と

いうより、うごめき）、立派なカエルにな 

ったらしく、先週までは元気に毎晩ゲロゲ

ロ鳴いていたが、今週は暑くなったせいか、 

鳴き声が聞こえなくなった。また来年、元

気な姿を見せにきてくれるといいなぁ。  

（市内 大貫裕子） 
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I n f o r m a t i o n  
 

案内
 

 

 

●「茅ヶ崎自然に親しむ会」 

『横須賀・猿島を訪ねる』 

 日時：９月１８日（日） 

問い合わせは 

 安井利子（５２－３８５６）まで 

●「清水谷を愛する会」 

 『定例清水谷観察会＆保全作業』 

 日時：９月４日（日）９時３０分 

～１５時 

 集合場所：市民の森駐車場（堤） 

 問い合わせは 

田部許子（５１―２９５５）まで 

●「柳谷の自然に学ぶ会」 

『トンボをみよう』 

 日時：９月２５日（日）１０時～ 

 集合場所：里山公園 風のテラス 

 問い合わせは、 

 野田晴美（５１－８４８９）まで 

●「三翠会」 

  三翠会では、市内の川や水辺の生きもの 

 調査やタゲリをはじめとする野鳥観察、 

 お米（タゲリ米）づくりのお手伝いなど 

 に取り組んでいます。ご協力いただける 

 方は、下記までご連絡下さい。 

事務局：河村まき子（８７－８３１３） 

●「大庭自然探偵団」 

 『遠藤笹窪谷』 

 日時：9 月 11 日（日） 

１０時～１４時 

 問い合せは、滝沢まで 

 （０４６６―８８―５３０６ 夜間） 

●「駒寄川水と緑と風の会」 

『駒寄川流域観察』 

日時：９月４日（日）1３時 30 分 

集合場所：民俗資料館 旧和田家集合 

問い合わせは、 

池田尚子（52―8919）まで 

 

 

 

★ ９月号の原稿の締め切りは、９月１０

日（土）までにお願いいたします。 

----- -- --- -- -- -- --- -- -- -- --- -- -- -  

★ 文化資料館のホームページを、更新して

います！チェックしてみてください。 

http: //w w w.cit y.c h igasa ki. k anaga w

a.jp/ new s ectio n/s h ougak u/s h iryou k

an/in dex . html 

（文化資料館） 

-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-  

 
 

おしらせ 

記事募集！ 

自然の新聞では、様々な方からの投稿を

お待ちして おります。 今回は、「 夏 休みに

出会った自然」に関する記事をお待ちして

おります！メール、ｆａｘ、手紙でＯＫで

す。 

FAX：０４６７－８５－１７３３ 

メールアドレス： 

s h i r y o u k a n@c i t y . c h i g a s a k i . k a n a g awa . j p

までよろしくお願いします。 

（文化資料館） 

----- --- - ----- --- - ----- --- - ----- -  

 


